
●
請
願
内
容
…
十
分
な
国
会
審
議
や
広
範
な
国
民
の
議
論
の
な
い
ま
ま
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
容
認
し
た
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
請
願

　

日
本
共
産
党　

川
﨑　

篤
子 

議
員

　

国
民
合
意
形
成
の
な
い
閣
議
決
定
は
、「
海
外
で
の
武
力
行
使
は
許
さ
れ
な
い
」
憲

法
9
条
の
「
解
釈
変
更
」
で
あ
り
、「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」
に
乗
り
出
す
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
。
撤
回
は
当
然
。
憲
法
９
条
も
つ
日
本
こ
そ
平
和
外
交
に
頑
張
る
べ

き
。

　

公
明
党　

岡
崎　
　

悟 

議
員

　

７
・
１
閣
議
決
定
の
正
式
名
は
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ

目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
専
守
防
衛
堅
持
と
平
和
主
義

を
貫
い
て
い
る
。「
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
閣
議
」
と
は
、
新
聞
が

付
け
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

豊
創
会　

豊
島　

寛
一 

議
員

　

ね
じ
曲
げ
ら
れ
た
憲
法
解
釈
。

専
守
防
衛
か
ら
大
き
く
転
換
さ
れ

危
険
を
は
ら
む
。
国
民
的
合
意
が

あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ご
く
限
ら

れ
た
人
達
に
よ
っ
て
一
方
的
な
言

葉
の
読
み
替
え
と
言
い
替
え
と
強

弁
に
よ
り
、
憲
法
96
条
を
無
視
し

姑
息
。
身
内
で
決
め
た
暴
挙
。

●
請
願
内
容
…
増
税
等
に
よ
り
高
齢
者
の
生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
年
金
削
減
や
年

金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願

　

日
本
共
産
党　

大
名
美
恵
子 

議
員

　

年
金
削
減
が
村
民
を
苦
し
め
て
い
る
こ
と
や
年
金
制
度
は
本
来
の
姿
で
守
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
議
員
は
み
な
承
知
し
て
い
る
。
年
金
引
き
下
げ
ど
こ
ろ
か
引
き
上
げ
こ

そ
今
必
要
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
国
民
の
権
利
と
国
の
義
務
が
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
請
願

請
願
に
反
対

請
願
に
反
対

年
金
の
削
減
中
止
と
年
金
制
度
を
ま
も
る
請
願

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

請
願
に
賛
成

論

討
９月定例議会に提出された請願・陳情

《請願》

受理番号 件　　名 結　果

請　願
第26-3号

年金の削減中止と年金制度をまも
る請願
（H26.3.3　文教厚生委員会付託）

不採択

請　願
第26-5号

教育予算の拡充を求める請願
（H26.9.1　文教厚生委員会付託）

採択

請　願
第26-6号

「集団的自衛権行使容認の閣議決
定撤回を求める意見書」の採択を
求める請願
（H26.9.1　総務委員会付託）

不採択

《陳情》

受理番号 件　　名 結　　果

陳　情
第26-6号

軽度外傷性脳損傷の周知、及び労災
認定基準の改正などを求める陳情

議席配付

９
月
定
例
議
会
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